
月別・部位別の１-DNJ含有量およびα-

グルコシダーゼ阻害率について

➀1-DNJ含有量は枝条先端部で高く、
下部になると低い。
②全部位において、５月から９月に
かけて含有量が高い傾向にある。
③季節毎に1-DNJ含有量に変化が生
じても、α-グルコシダーゼ阻害率は
ほぼ横ばいに推移している。
⇒1-DNJ以外の物質もα-グルコシダー
ゼ阻害に比較的強く作用している
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桑茶パウダーヒト試験 成果報告

・桑茶摂取が食後の血糖値上昇を抑
制するか否かを検証することを目的
とし、ヒト試験を行った。

・本試験結果から、桑茶摂取により
食後の血糖値上昇を抑制できるとと
もに、インスリン分泌を節減できる
可能性が示唆された。
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